
　町内の小学6年生に、卒業のお祝いとして給食
センターからバイキング形式の給食が提供されま
した。全長1mのマンビカー(シイラ)を使ったから
あげや、ハート形のハンバーグ、桃の形をした桃ま
んなど、普段は出ない珍しい料理に歓声が上がり、
給食センター職員の愛情こもった料理に、児童は
何度もおかわりしていました。

【お問い合わせ】　建設部　産業観光課　商工観光係　☎945-4540　FAX945-4580

NS2BP新メンバー募集NS2BP新メンバー募集
西原町在住の  高校生集まれ～！！

西原町在住の  高校生集まれ～！！

商品開発・特産品販売・演劇・県外研修などで西原町を元気に！
ソーシャルビジネスを学びながら「各地の学生との交流」、「まちづくり」に参加することができます。

詳しくは西原町ホームページへ(トップページ→新着情報)

◆応募締切 5月15日（水）　◆面接 5月19日（日）
応募方法：申込用紙を記入の上、郵送・FAX・産業観光課窓口に直接提出
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平成31年度　施政方針

　
平
成
３１
年
第
１
回
西
原
町
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政
運
営
の

基
本
と
な
る
平
成
３１
年
度
予
算
案
を
は
じ

め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
町
政
運

営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信
の一
端
を
申
し

上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　　
私
は
、
町
長
就
任
か
ら
３
期
目
の
３
年

目
を
迎
え
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
、
今
後
と
も
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
町
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

「
町
民
の
目
線
に
立
ち
　
町
民
本
位
の
町

政
」
を
基
本
理
念
に
、

一　
平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な
し
　

平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　
町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　
町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う
予
算

執
行

一　
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、
職

員
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
着
実
に
確
か
な
行

政
運
営
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
元
号
が
変
わ
る
節
目

と
町
制
施
行
４０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
今
後
と
も
な
お
一
層
の
町
勢
の
発

展
を
め
ざ
し
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
町
民
協
働
の
「
文
教

の
ま
ち
西
原
」
の
創
造
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執
行
体
制
と
行
財

政
の
確
立
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１

　執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

　
新
規
事
業
や
継
続
事
業
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限
移
譲
や一括

交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
事
務
事
業
や
行
政

需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
、
国
民
健
康
保
険
の
赤
字
問
題
が
大

き
く
の
し
か
か
って
お
り
、
本
町
の
財
政
状

況
は
緊
急
的
な
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各

事
業
に
つ
い
て
は
、
緊
急
か
つ
効
果
的
な
も

の
に
絞
り
、
さ
ら
に
、
行
政
内
部
に
お
け

る
コ
ス
ト
の
徹
底
的
な
見
直
し
と
本
町
の
財

政
規
模
に
見
合
っ
た
事
業
選
択
を
行
い
な

が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
で
き
る
限
り

低
下
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
各
事
業
に
つ
い

て
優
先
順
位
を
決
め
、
事
業
計
画
段
階
か

ら
厳
し
く
精
査
し
な
が
ら
中
期
財
政
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を
行
い
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で

は
な
く
、
あ
れ
か
こ
れ
か
と
い
う
視
点
で
、

安
定
的
な
予
算
編
成
が
行
え
る
よ
う
財
政

の
健
全
化
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
場
に

お
い
て
は
、
多
種
多
様
で
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
充
実

強
化
を
図
り
、
ま
た
、
明
る
く
さ
わ
や
か

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
親
し
み
易
い
職

場
づ
く
り
に
向
け
て
、
職
員
の一層
の
資
質

向
上
と
職
場
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の

向
上
及
び
町
民
の
権
利
利
益
保
障
に
つ
い

て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
・

行
政
不
服
審
査
制
度
の
適
正
な
運
用
を

図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報
公

開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

　
広
報
活
動
の
柱
で
あ
る
「
広
報
に
し
は

ら
」
は
、
町
民
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つい
て
は
、
今
後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情

報
の
提
供
を
図
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
多
様
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
審
議
会
、

委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募
制
度
を
引
き

続
き
推
進
し
、
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
対
話
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
メ
ー
ル

や
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
箱
に
よ
る
き
め
細
か
な

広
聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
の
地
方
財
政
は
、
急
速
な

高
齢
化
を
背
景
と
し
た
社
会
保
障
関
係
経

費
が
さ
ら
に
増
加
し
、
少
子
化
対
策
な
ど

新
た
な
経
費
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
財
政
に

お
い
て
も
、
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
地
方
債
に
依
存
し
た
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が
最

重
要
課
題
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
る
町
税
に

つい
て
は
、
課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に
努

め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
納
税
者
の
利
便

性
向
上
と
安
定
し
た
収
納
確
保
の
た
め
、

引
き
続
き
口
座
振
替
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
税
の
公
正
・
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産

調
査
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
能

力
の
迅
速
か
つ
的
確
な
把
握
に
努
め
、
滞

納
整
理
を
よ
り
一層
強
化
す
る
こ
と
で
、
滞

納
繰
越
額
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
商
工
会

と
連
携
し
新
た
な
商
品
の
発
掘
と
開
発
に

よ
り
返
礼
品
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が

恒
常
的
に
高
く
、
弾
力
性
に
乏
し
い
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
歳

出
削
減
の
た
め
の
経
常
的
経
費
や
事
務
事

業
の
総
点
検
を
強
力
に
実
施
し
、
本
町
の

財
政
力
に
見
合
っ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
３１
年
度
主
要
施
策
の
概
要

に
つい
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
定
め

ら
れ
た
４
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

２

　「平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1）
　平
和
事
業
の
推
進

　
６
月
を
平
和
月
間
と
定
め
、
平
和
の
語

り
べ
に
よ
る
平
和
学
習
や
戦
争
体
験
証
言

集
「
平
和
へ
の
証
言
」
を
活
用
し
た
平
和

教
育
な
ど
各
種
平
和
事
業
を
推
進
し
、
町

民
の
平
和
意
識
の一層
の
高
揚
と
恒
久
平
和

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に

引
き
続
き
平
和
事
業
を
住
民
協
働
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（2）
　地
域
活
性
化
事
業
の
推
進

　
活
力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各
自
治
会
の
自

主
的
な
地
域
自
治
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（3）
　男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女

が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協

力
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

（4）
　学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
た
授
業
時
数
を
確
保
し
、
新

学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
を
踏
ま
え
、
ま

た
県
の
「
学
力
向
上
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
下
に
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
、

い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か

ら
の
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の
生
き
る
力
を

育
み
、
思
い
や
り
、
協
調
性
な
ど
の
豊
か

な
人
間
性
を
培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
、
電
子
黒
板
な
ど
を
活
用
し
た
教
育

情
報
化
支
援
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
町
内
小
中
学
校
に
学
習
支

援
員
を
派
遣
し
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念
の
下
、

昨
年
度
同
様
に
小
中
学
校
へ
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
派
遣
し
児
童
生
徒
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、
教

育
相
談
員
に
よ
る
学
校
現
場
へ
の
訪
問
相

談
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
学
校
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
坂
田
幼
稚
園
の
改
造
防
音
工
事
を
実
施

し
、
安
全
か
つ
快
適
な
幼
稚
園
保
育
環
境

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

（5）
　学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

　
栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
適
切
な
判
断
力
を
養
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
衛
生
管
理
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
給

食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（6）
　生
涯
学
習
の
振
興

　
地
域
と
学
校
の
連
携
体
制
を
基
盤
と
し

て
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
貢
献

意
識
の
向
上
、
教
員
の
地
域
社
会
へ
の
理

解
の
促
進
な
ど
、
地
域
学
校
協
働
本
部
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
資
料
収
集
な

ど
に
努
め
、
町
民
の
読
書
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　
中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
生
涯
学
習
活
動
の
機
会
及
び
情
報
を
町

民
へ
積
極
的
に
提
供
し
ま
す
。

（7）
　ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
推
進

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に
応
え

る
た
め
、
運
動
公
園
施
設
や
学
校
施
設
を

町
民
に
広
く
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交

流
の
場
と
し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を

担
う
青
少
年
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町

で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
多
く

の
町
民
が
参
加
で
き
る
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本
町

の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向
け
て
関

係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

平
成
３１
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
開
催
に
取
り
組
み

ま
す
。

施 

政 
方 
針

平
成
31
年
度

は
じ
め
に

（8）
　青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　
児
童
生
徒
の
非
行
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
と
も

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

（9）
　文
化
事
業
の
推
進

　
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
内
間
御
殿
は
、
保
存
管
理
計
画
及
び
整

備
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
年
次
的
に
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
内
間
御
殿
の
復
元
に
向
け
て
の
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
内
間
御
殿
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を
案
内
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（10）
　町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
文

化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
町

内
・
町
外
を
問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営

事
業
に
努
め
ま
す
。

（11）
　国
際
交
流
事
業
の
推
進

　
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
１０
月
３０
日

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」
を
機
に
移

民
の
歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つい
て
の
発
信

に
努
め
ま
す
。

2広報にしはら No.566 H31.4.13 広報にしはら No.566 H31.4.1



平成31年度　施政方針

（9）
　文
化
事
業
の
推
進

　
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
内
間
御
殿
は
、
保
存
管
理
計
画
及
び
整

備
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
年
次
的
に
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
内
間
御
殿
の
復
元
に
向
け
て
の
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
内
間
御
殿
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を
案
内
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（10）
　町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
文

化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
町

内
・
町
外
を
問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営

事
業
に
努
め
ま
す
。

（11）
　国
際
交
流
事
業
の
推
進

　
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
１０
月
３０
日

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」
を
機
に
移

民
の
歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つい
て
の
発
信

に
努
め
ま
す
。

３
　「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1）
　交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教

育
の
推
進

　
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導

や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
す
。

（2）
　消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　
町
民
の
生
命
及
び
財
産
を
災
害
等
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の
更

新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　
防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（3）
　環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。
併
せ

て
資
源
を
大
切
に
す
る
町
民
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
広
報
紙
な
ど
で
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

　
南
部
広
域
行
政
組
合
で
進
め
る
南
部

地
区
６
市
町
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
最
終

処
分
場
に
つ
い
て
は
、
一
部
供
用
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
事
業
完
了
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽

設
置
事
業
補
助
金
の
活
用
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
町
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
に

基
づ
き
、「
水
遊
び
の
で
き
る
川
」
を
め
ざ

し
て
、
河
川
の
水
質
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

（4）
　上
水
道
事
業
の
充
実

　
地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続

き
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進

行
す
る
施
設
の
維
持
管
理
、
修
繕
等
を
強

化
し
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
は
安
室
地
区
老
朽
管
更

新
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区

内
の
配
水
管
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（5）
　下
水
道
事
業
の
推
進

　
汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
仲
伊
保
処
理
分
区
の
整
備

を
継
続
し
、
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
接
続
率
向
上
に
向
け
て
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
浸
水
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
、
西
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
地
区
内
の
水
路
整
備
を
引
き
続

き
進
め
ま
す
。

４
　「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

（1）
　成
人
保
健
事
業
の
推
進

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め

ざ
し
第
２
次
の
「
に
し
は
ら
健
康
２１
」
を

推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
生
活
習
慣
病
等
と

関
連
の
深
い
歯
周
疾
患
予
防
に
向
け
、
歯

周
疾
患
検
診
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
こ
れ
ま
で
行
って
き
た
特
定
健
診
、
が

ん
検
診
の
受
診
勧
奨
に
向
け
た
新
た
な
取

組
と
し
て
、
自
治
会
報
奨
や
個
人
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
を
実
施
し
、
町
民
の
健
康

増
進
の
意
識
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
風
し
ん
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
対
策
と
し
て
、
国
・
県
と
連
携
し
、

抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代
の
男
性
に
対
し
、

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
に
取
り
組
み
ま
す
。

（2）
　医
療
保
険
事
業
の
推
進

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

多
く
の
市
町
村
が
赤
字
を
抱
え
る
中
、
本

町
に
お
い
て
も
医
療
制
度
改
革
の
影
響
や

保
険
給
付
費
の
伸
び
な
ど
に
伴
い
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
費
の
抑
制
を

目
的
と
す
る
各
種
の
保
健
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け

て
レ
セ
プ
ト
点
検
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
税
率

の
見
直
し
に
向
け
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
を
継
続
し

税
の
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

（3）
　母
子
保
健
事
業
の
推
進

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
心
し

て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
が
で
き
る
よ
う
乳

幼
児
健
診
、
妊
婦
健
診
や
親
子
通
園
事

業
等
を
実
施
し
、
親
と
子
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
相
談
や

発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。

（4）
　児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
推
進

　
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
さ
ら
な
る
児
童
福
祉
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２９
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
て
い
る
認
可
保
育
園
１
園
の
整

備
事
業
に
よ
る
入
所
定
員
の
拡
大
を
図

り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
保
育
の
充
実
と
し
て
は
、
心
理
士
に
よ

る
保
育
園
へ
の
訪
問
指
導
に
よ
り
、
発
達

が
気
に
な
る
園
児
や
そ
の
親
・
保
育
士
へ
の

支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
１０
月
よ
り
実

施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
幼
児
教
育
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び
病
児
保
育
事
業
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
増
加
傾
向
に

あ
る
要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
適
切
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
及
び
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
金
の
自
動
償
還
払
い
を
行
い
、

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
観
点
で
整
備
し
た
「
子

育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト『
ゆ
い
わ
ら
び
』」は
、

紙
媒
体
で
あ
る
「
西
原
町
こ
ど
も
子
育
て

ガ
イ
ド
」
と
と
も
に
、
今
後
も
子
育
て
世

代
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
迅
速
な
情
報

提
供
を
行
い
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
の

利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（5）
　地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
西
原
町

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

働
し
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
も
と
で
、
自
分
ら

し
く
活
躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
育

成
し
、
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
推

進
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

（6）
　高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
国
の
介
護

保
険
制
度
及
び
高
齢
者
施
策
の
見
直
し

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
第
７
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
「
こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン
２
０
１

８
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
町
に
適

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
と
連
携
し
、

「
給
付
の
適
正
化
」「
財
政
の
安
定
化
」
を

め
ざ
し
、
よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
介
護

保
険
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
地

域
密
着
型
施
設
と
し
て
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
施
設
の
平
成
３１
年
度
の
開
設

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

（7）
　障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
推
進

　
西
原
町
障
が
い
者
計
画
及
び
第
５
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
２
０
１
８
」
に
基

づ
き
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

障
が
い
者
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
障

が
い
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
や
地

域
移
行
を
進
め
る
た
め
、
地
域
生
活
支
援

拠
点
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

自
殺
対
策
基
本
法
で
市
町
村
に
義
務
付
け

ら
れ
た
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

５
　「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1）
　農
業
の
振
興

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
都
市
近
郊
型

農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
園
芸
作
物
に

お
い
て
、
農
業
施
設
導
入
や
農
薬
購
入

に
対
す
る
補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

営
農
指
導
員
を
配
置
し
、
付
加
価
値
の

高
い
農
産
物
の
生
産
や
安
定
出
荷
を
支

援
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
地
を
解

消
し
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
な
ど
を
活
用
し
、

新
規
就
農
者
な
ど
担
い
手
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び

に
つい
て
は
、
優
良
種
苗
の
普
及
や
古
株
更

新
の
奨
励
、
病
害
虫
防
除
、
機
械
化
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
生
産
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
の
経

営
基
盤
の
安
定
・
強
化
を
図
る
た
め
、
優

良
種
畜
導
入
の
補
助
や
家
畜
予
防
注
射
な

ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
飼
育
技
術
の
支
援
を
行
い
、

生
産
拡
大
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光
拠
点

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
本

体
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

（3）
　緑
化
の
推
進

　
緑
化
に
つ
い
て
は
、
森
林
地
区
を
保
全

し
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4）
　商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
町
商
工
会

と
の
連
携
を
強
化
し
つつ
、
６
次
産
業
化
に

向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
、
企
業
立
地
に
対

す
る
課
税
免
除
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
元
企
業
へ
の
公
共
事
業
の
優
先
発

注
、
町
産
品
優
先
使
用
な
ど
を
引
き
続
き

推
進
し
、町
内
企
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
窓
口
と
し
た
相
談
体
制
を
継
続

し
、
町
商
工
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
求
人
・
求

職
者
の
登
録
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、Ｎ
Ｓ
２
Ｂ
Ｐ（
西
原
町
学
生
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
今
年

度
も
県
内
外
に
お
い
て
町
産
品
の
販
売
や

広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
本
町
の
高
校
生

が
県
外
の
高
校
生
と
交
流
し
、
町
産
品
の

販
売
活
動
を
通
し
て
郷
土
に
誇
り
を
も

ち
、
本
町
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
努

め
ま
す
。
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号
西
原
道
路
の
早
期
事
業
化
に
向
け
、
引

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
道
浦
添

西
原
線
道
路
整
備
事
業
、
県
道
那
覇
北
中

城
線
道
路
整
備
事
業
、
小
波
津
川
河
川
改

修
事
業
な
ど
に
つい
て
も
、
早
期
整
備
に
向

け
て
県
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（7）
　都
市
基
盤
施
設
の
整
備

　
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成

を
確
立
す
る
た
め
、
土
地
利
用
の
誘
導
を

図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市
街
地
整
備

や
道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な
ど
、
重

点
的
に
整
備
す
べ
き
施
策
を
効
率
的
・
効

果
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
大
型
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
施
設
周
辺
の
土
地
利
用
見
直
し
に
向

け
て
、
面
整
備
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
沿
線
地

区
に
つ
い
て
、
観
光
客
や
買
い
物
客
な
ど

様
々
な
人
々
が
行
き
交
う
空
間
と
し
て
賑

わ
い
の
あ
る
沿
道
利
用
型
施
設
用
地
への
用

途
地
域
の
変
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
多
い
東
崎

公
園
、
東
崎
都
市
緑
地
（
イ
ル
カ
公
園
）

を
は
じ
め
と
す
る
各
公
園
施
設
の
遊
具
の

安
全
点
検
及
び
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
物
件
補
償
や
道
路
及
び
宅
地
造
成
工
事

を
行
い
、
事
業
の
進
捗
に
努
め
ま
す
。

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
促
進
を
図

り
ま
す
。

（2）
　水
産
業
の
振
興

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
与
那
原
・
西
原

町
漁
業
協
同
組
合
と
の
連
携
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
漁
業
の
生
産
性
の
向
上
及
び

安
全
確
保
に
向
け
水
産
奨
励
補
助
金
を
交

付
し
、
漁
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

（3）
　緑
化
の
推
進

　
緑
化
に
つ
い
て
は
、
森
林
地
区
を
保
全

し
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4）
　商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
町
商
工
会

と
の
連
携
を
強
化
し
つつ
、
６
次
産
業
化
に

向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
、
企
業
立
地
に
対

す
る
課
税
免
除
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
元
企
業
へ
の
公
共
事
業
の
優
先
発

注
、
町
産
品
優
先
使
用
な
ど
を
引
き
続
き

推
進
し
、町
内
企
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
窓
口
と
し
た
相
談
体
制
を
継
続

し
、
町
商
工
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
求
人
・
求

職
者
の
登
録
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｓ
２
Ｂ
Ｐ（
西
原
町
学
生
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
今

年
度
も
県
内
外
に
お
い
て
町
産
品
の
販
売

や
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
本
町
の
高
校

生
が
県
外
の
高
校
生
と
交
流
し
、
町
産
品

の
販
売
活
動
を
通
し
て
郷
土
に
誇
り
を
も

ち
、
本
町
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
努

め
ま
す
。

（5）
　観
光
振
興

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
西
原
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
し
て
、
西

原
町
観
光
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
本
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
と
観
光
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
整

備
し
た
町
民
陸
上
競
技
場
な
ど
に
は
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
観
光
マ
ッ
プ
や

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
や
商
工
会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
、
観
光
資
源
の
発
掘
と
活
用
、
地
場

産
品
の
開
発
に
努
め
ま
す
。

　
中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
へ
の
大
型

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
計
画
を
踏
ま
え
、
今

年
度
も
西
原
町
・
与
那
原
町
・
中
城
村
・

北
中
城
村
で
構
成
す
る
「
東
海
岸
地
域
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
」
と
連
携
し
、
本

町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

（6）
　道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備

　
道
路
網
に
つ
い
て
は
、
東
崎
兼
久
線
、

小
波
津
川
北
線
、
兼
久
仲
伊
保
線
、
森

川
翁
長
線
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
橋
梁
な
ど
の
老
朽
化
対
策
と

し
て
、
北
森
川
橋
の
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
生

活
環
境
整
備
の
た
め
、
引
き
続
き
生
活
道

路
の
修
繕
や
排
水
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
国
・
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
２
９

　
平
成
３１
年
度
の
各
予
算
に
つ
い
て
は
、

申
し
上
げ
ま
し
た
諸
施
策
事
業
な
ど
を
中

心
に
編
成
し
、

（1）
　
一般
会
計

　
　
1
1
，9
9
2
，0
0
0
千
円

（2）
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
4
，1
0
8
，8
0
2
千
円

（3）
　
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
　
2
4
6
，2
7
5
千
円

（4）
　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
4
5
8
，5
3
1
千
円

（5）
　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
2
8
2
，7
2
7
千
円

（6）
　
水
道
事
業
会
計

　
　
1
，0
6
7
，3
8
3
千
円

の
規
模
と
な
って
い
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
３１
年
度
の
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
及
び
主
要
施
策
の
概
要
並
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
議
員

各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
３１
年
度
の

施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

平
成
３１
年
３
月
４
日
　
　
　
　
　
　

西
原
町
長  

上

　間

　
　明

健診日の確認方法

問い合わせ　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎945-4791

①対象者には健診日のおよそ 3 週間前に健診の案内や問診票等が入っ
た通知が届きます。
②下記の QR コードを読み取ると、お子様の生年月日が入った日程表が
確認できます。
③対象の健診日に受診が出来なかった場合には翌月の受診も可能です。
　ただし、受診可能年齢に注意して下さい。
　受診可能年齢：乳児健診→1歳未満　　1歳半健診→2歳未満
　　　　　　　　2歳児歯科→3歳未満　3歳児健診→4歳未満

お
わ
り
に

子どもの
健診実施中!!

乳児健診
1歳半健診

２歳児歯
科 3歳児健診

※対象者の人数に
　よって、健診日が
　変更になる場合が
　あります。

乳児健診 2歳児歯科1歳半健診
3歳児健診

　町が実施する
各種健診は保育園や幼稚

園で行う内科健診とは内容が
異なり、成長に合わせた発達状
況等の確認を行います。みんな
の受診を待ってるりん♪

対象年齢

健 診 日

乳児健診
前期：4～5ヶ月
後期：9～10ヶ月
4月14日（日）
5月26日（日）

7月7日（日）
8月4日（日）
9月22日（日）
10月20日（日）
11月24日（日）
12月22日（日）
1月26日（日）

3月1日（日）

1歳半健診

1歳7～8ヶ月

4月18日（木）
5月16日（木）
6月20日（木）
7月25日（木）
8月22日（木）
9月26日（木）
10月24日（木）
11月14日（木）
12月19日（木）
1月23日（木）
2月20日（木）
3月26日（木）

2歳児歯科

2歳3～6ヶ月

6月6日（木）

9月5日（木）

12月5日（木）

3月5日（木）

3歳児健診

3歳3～5ヶ月

4月11日（木）
5月9日（木）
6月13日（木）
7月4日（木）
8月1日（木）
9月12日（木）
10月17日（木）
11月7日（木）
12月12日（木）
1月9日（木）
2月13日（木）
3月12日（木）

　平成21年から町内の耕作放棄地解消、農地の再生
事業に取り組んでいる町耕作放棄地解消対策協議会
と農業生産法人西原ファームによる農家の畑オープ
ンデーが、小那覇の農場で行われました。県内では西
原町のみで栽培されており皮が薄くて食べやすい「さ
くらんぼトマト」やカラーミニトマト、高糖度キャベツ
やパッションフルーツなどの見学や販売の他に、カラ
フルミニトマト収穫体験やシマナーの種無料配布、ミ
ニ・中玉トマトの試食会が行われ、試食した人は新鮮
野菜の美味しさに顔をほころばせていました。

農地再生で

新鮮野菜
こんなにおいしい

6広報にしはら No.566 H31.4.17 広報にしはら No.566 H31.4.1



保健カレンダー

自分のため、町のため、
やってて良かった
特定健診 GET！UP

アップ ゲット

お問い合わせ　福祉部 健康支援課 保健予防係  ☎945-4791

特定健診受診率　  で報奨

41.5%
31.3%
29.8%
31.6%
28.9%
31.5%
24.5%
28.6%
27.2%
23.7%

1 位
4位
5位
2 位
6位
3位
9位
7位
8位
10位

10
6
5
8
4
7
1
3
2
1

27.9%
23.0%
21.7%
19.2%
20.7%
18.2%
21.7%
19.5%
18.3%
16.9%

1 位
2位
3位
7 位
5位
9位
4位
6位
8位
10位

13
10
8
3
5
1
6
4
2
1

23
16
13
11
9
8
7
7
4
2

1 位
2位
3位
4 位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

1 位
2位
3位
4 位
5位
6位
7位
9位
8位
10位

全　体 40-64 歳 総合
点数

総合順位
前月受診率 順　位 点　数 受診率 順　位 点　数

坂田
与那城
兼久
平園
幸地
小那覇
棚原
我謝
翁長
上原

41.1%
30.5%
32.8%
35.8%
36.4%
29.5%
32.4%
24.8%
24.2%
18.2%

1 位
6位
4位
3 位
2位
7位
5位
8位
9位
10位

10
4
6
7
8
3
5
2
1
1

25.9%
27.3%
24.6%
22.0%
17.2%
22.9%
15.6%
21.2%
14.0%
9.9%

2 位
1位
3位
5 位
7位
4位
8位
6位
9位
10位

10
13
8
5
3
6
2
4
1
1

20
17
14
12
11
9
7
6
2
2

2 位
1位
4 位
5位
7位
3 位
6 位
8位
9位
10位

1 位
2位
3位
4 位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

全　体 40-64 歳
受診率 順　位 点　数 受診率 順　位 点　数

西原ハイツ
小波津
美咲
津花波
西原台団地
小橋川
小波津団地
池田
森川
県営内間団地

49.1%
33.3%
31.6%
30.3%
33.9%
33.8%
28.0%
28.4%
29.0%
27.3%
24.0%
20.8%

1 位
4位
5位
6 位
2位
3位
9位
8位
7位
10位
11位
12位

10
6
5
4
8
7
1
2
3
1
1
1

40.5%
29.7%
29.7%
23.5%
10.7%
12.5%
22.2%
17.9%
16.2%
16.7%
15.4%
9.1%

1 位
2位
2位
4 位
11位
10位
5位
6位
8位
7位
9位
12位

13
10
10
6
1
1
5
4
2
3
1
1

23
16
15
10
9
8
6
6
5
4
2
2

1 位
2位
3位
4 位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位

1 位
2位
3位
4 位
6位
9位
5位
8位
7位
11位
10位
12位

全　体 40-64 歳
受診率 順　位 点　数 受診率 順　位 点　数

県営坂田高層住宅
県営西原団地
内間
嘉手苅
徳佐田
幸地ハイツ
県営幸地高層住宅
安室
掛保久
桃原
呉屋
千原

総合
点数

総合順位
前月

総合
点数

総合順位
前月

グループA・Cは順位が固まってきたか・・・！
グループ Bはまだまだ大混戦！抜け出す地区はどこだ！

最後の中間発表です！最終発表は6月号予定です！お楽しみに！

Aグループ

Bグループ

Cグループ

★乳幼児健診及びベビースクールにおいては対象のお子さまには健診日の2～3週間前までには通知をお送り
します。
★対象者数によっては人数の調整のため、対象となる生年月日が変更となる場合があります。健診の通知が
届いているか確認をお願いします。

妊娠届出に必要なもの

健　康
だより

お母さんのおなかの中では、胎児がたえまなく成長しています。
順調にみえても、妊娠中は普段より一層健康に気を付ける必要があるため、定期の妊婦健康診査が大切です。

・マイナンバーカードか通知カード
・免許証など身分が証明できるもの

福祉部　健康支援課　保健予防係　☎945-4791

胎 児
　身長約5～9ｃｍ、体重は20ｇ位。目や耳がはっきりし、人間らしい顔つきになります。内臓の各器官は形
がほぼ完成し、手足も区別ができ、羊水の中で活発に動き始めるところです。妊娠8週以後は胎児の心臓の
拍動が確認できます。

4月11日（木）
4月14日（日）
4月14日（日）
4月18日（木）

事　業　名 対　象　者 受付時間月 日
3歳児健診

乳児一般健診

1歳半健診

★ 

子 

ど 

も

13：30～14：15
  9：00～  9：45
13：00～13：45
13：30～14：15

場所
西
原
町
役
場

保
健
セ
ン
タ
ー

～
～
～
～

H27.11.3
H30.6.1
H30.11.1
H29.8.17

H27.11.30
H30.7.9
H30.12.9
H29.9.6

　お母さんと赤ちゃんが安心して安全な妊娠・出産をするために、早めの妊娠届
出を行うことが大切です。妊娠が分かったら早めに受診し、11 週までに妊娠届出
を役場に提出し、親子健康手帳と妊婦健康診査受診票をもらいましょう！

お母さん
　子宮は大きなグレープフルーツ大になり、お母さん自身の血流
も増え、子宮も大きくなるなど変化が進んでいきます。慢性の持
病（心臓病や糖尿病、甲状腺疾患等）がある方は病状が悪化した
り、飲酒や喫煙、ダイエットなどの影響で胎児の育ちが良くな
かったりすることもあります。健康な方であっても、妊娠中に「妊
娠高血圧症候群」や「妊娠糖尿病」などの重い病気にかかること
があり、流産や早産のリスクもあります。

妊娠11週頃の様子

妊娠11週頃の胎児のエコー写真

妊娠初期から妊娠23週　4週に1回
妊娠24週から妊娠35週　2週に1回
妊娠36週から出産　　　 週に1回

妊娠中は以下の通り計14回分の
公費補助の健診が受けられます。

早めの妊娠届出で
お母さんも赤ちゃんも元気に！

9 広報にしはら No.566 H31.4.1 8広報にしはら No.566 H31.4.1



イベントフォトギャラリーはこちら▶

わった～ まちの話題

　町内・県内の小中学生は、全国でも活躍する西原高校生からの
指導に緊張しながらも嬉しそうに練習に取り組み、松本颯太くん
（西原東小4年）は「スパイクもレシーブもすごい。僕もこんな
風にうまくなりたい」と憧れのまなざしを向けていました。

　青少年の健全育成とバレーボールの楽しさをより知っても
らうため、また、高校生が地域のリーダーとして小中学生を指
導できるようにと、バレーボールコーチングキャラバン(フジテ
レビジョン主催)が西原町民体育館で行われました。元日本代
表の三屋裕子さん、井上謙さんが西原高校男女バレーボール
部員に指導方法を教え、続いて高校生が小中学生にスパイク
やレシーブを指導しました。

　これまで1,000件を超えるMICEの誘致・開催を成功
に導いた徳田博之氏(株式会社DMC沖縄代表取締役)を
講師に招き、「知らなかったMICEの横顔」をテーマに観
光まちづくりセミナー(西原町観光まちづくり協議会主
催)が、沖縄観光コンベンションビューローの協力のもと
町民交流センターで開催されました。
　地域資源を活用した県内、県外のMICE開催の様々な
実例が紹介された後、参加者を交えたフリートークで
は、西原町の伝統芸能や景観、生涯学習などの地域資源
をMICEとどう結び付けていくかたくさんの事例やアイ
ディアが発表されました。こども三線サークル「ひやみか
ち」の講師を務める當間清子さんは、「MICEとは大型
MICE施設本体のことだと思っていたが、私たちが日頃
行っているサークル活動などの地域資源を生かして人と
人を結ぶ観光振興のことだと知って驚いた。来て良かっ
た」と笑顔を見せました。
　上間明町長は「町民・企業が持っている特技やサービ
スを活かして、一丸となって西原町の魅力を発信して
いきましょう」と呼びかけました。

MICEって、建物のことじゃなくて人
が集まって交流するすべてのビジネ
スイベントのことなんだりん！

3 月 8 日3 月 8 日

産地直送!
新鮮野菜が大集合2 月2 0 日2 月2 0 日

あなたの特技や活動をMICEにつなげて魅力発信!3 月 6 日3 月 6 日

家族に伝える 「私の心」２ 月８日２ 月８日

とく だ  ひろゆき

とう ま きよ こ

うえ まあきら

シマナーそば まーさん！

3 月 1 日3 月 1 日

　住民の火災予防意識の高揚を目的として、東部消防組合に
よる第28回防火アピール駅伝が管内(西原町、与那原町、南風
原町)で行われ、火災警報器の設置など火災予防の大切さを
アピールしました。全ての住宅で火災警報器の設置が義務付
けられていますので、今一度ご自宅をご確認ください。
　消防団の呉屋博之団長は「火の用心の大切さを訴え、安心
安全なまちづくりにつなげましょう」と激励しました。

つなぐ！ 防火のタスキ

ご   や  ひろゆき

　慶田城裕氏(沖縄県金融広報アドバイザー)を講師とした
『エンディングノートについて』の講座が西原町立図書館で開
催されました。慶田城氏は、「元気なうちに自分の思いをまと
め整理することは、相続問題で家族が争わないために、また
相続時のコストを減らし、財産をより多く残すために大切で
す。自分のこれまでの人生や財産の整理、家族への思いを残
すためにエンディングノートを活用してほしいです」と伝えま
した。参加者からは「この講座をきっかけに、家族への感謝の
気持ちを書こうと思いました」や「自分の生き方、終活、家族へ
の思いを伝えることの大切さを実感しました」などの感想が
ありました。また、講座後には終活に関する本を借りる方が多
く見られました。

2 月 23日2 月 23日 バレーボールのまちで
コーチングキャラバン

みつ や  ゆう こ いのうえゆずる

まつもとそう た

合同防災訓練で意識向上2 月2 3 日2 月2 3 日

講師
慶田城 裕 氏

徳田 博之 氏

大城 節子 氏
西原町中央公民館サークル長会 代表

け   だ  しろゆたか

　農水産物・流通・加工・観光拠点施設のオープンに向けた取
り組みとして、新鮮な西原町産の野菜を集めた農産物軽トラ
市が町役場駐車場で開催されました。販売にはJAおきなわ西
原支店青壮年部が協力し、パプリカやリーフレタス、トマトに
カリフローレなど色鮮やかな野菜が並びました。ビーツを
使ったスムージーの試飲もあり、「これはどうやったらおいし
く食べられるの？」など町内
生産者と直接会話をしながら
買い物をする方が多く見られ
ました。次回の農産物軽トラ
市の開催は4月17日14時から
です。ぜひお越しください。

　幸地ハイツ自治会とデイサービス「孫の手」との合同防災
訓練が実施され、住民とデイサービス利用者55名が参加しま
した。今回の訓練は、巨大地震が発生した直後火災も発生し
たとの想定で、実動訓練が行われました。
　避難誘導訓練では、地域住民が協力し、デイサービス利用
者を安全な場所まで誘導するなど「共助（地域住民が助け合
う）」の大切さを学びました。消火訓練では、「火事だ！」と大
きな声を出しながら的を目掛けて消火訓練に挑戦し、その後
参加者からは、古くなった消火器の処理方法や耐用年数につ
いて質問がありました。
　実動訓練後には、東部消防組合消防員より地震時の応急
対応として「身を守る行動」と
「安全対策」についての説明
があり、特に、路上駐車がいざ
というときの消防車両の通行
の妨げになるため、日頃から
意識することが大事だとお話
がありました。

　地産地消の大切さを児童生徒
にアピールしようと、農業生産法
人西原ファームが加工した町産
のシマナー(からしな)ペースト

を、オキコ(株)の協力を得て麺に練りこんだシマナーそばと、
町産キャベツのタマナーチャンプルーが町内小中学校の給
食で出されました。色鮮やかな緑で、ほのかにシマナーの風
味がある麺は生徒に大人気で、「おいしい！」の声が上がりま
した。中学3年生は卒業祝いの特製カップケーキを食べなが
ら、仲間との最後の給食をかみしめていました。

11 広報にしはら No.566 H31.4.1 10広報にしはら No.566 H31.4.1
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平成３１年度から、認定の目安となる収入額とその
収入額によって援助される費目が変わります。

＊上記はおおよその目安額です。世帯構成（人数や年齢）により
金額が異なります。
＊営業収入などの場合は上記に限らない場合もあります。

●申請受付期間
4月15日（月）～5月31日(金）
※上記期間を過ぎても申請はできますが、認定月が申込月となり、
　援助額は少なくなります。
●提 出 書 類
①就学援助申請書　②保護者名義の預金通帳の写し
③住民票謄本（マイナンバーなし）　　　　
④平成31年度所得（課税）証明書
　(所得額の他各控除額など全記載されているもの）
※③・④について、収入等世帯の情報を教育委員会が確認することに
同意する方は提出不要ですが、平成31年1月1日時点で西原町外に
住んでいた方は、④の書類が必要となります。6月１日以降、元居住
地から取り寄せて提出してください。
●提 出 先
◆西原町立小中学校に就学している児童生徒の保護者
　▶学校または教育委員会
◆西原町立小中学校以外の学校に就学している児童生徒の
　保護者  ▶教育委員会

＊西原町立小中学校以外の場合は、学校給食費・医療費以外の費
目になります。目安となる総収入額は上記認定世帯①の欄を参
考にしてください。

世帯
人数 世帯構成

2 人
3人
4人
5人
6人

190万円

250万円

300万円

360万円

450万円

230万円

320万円

380万円

450万円

550万円

親 1人・小学生 1人の場合
親 1人・中学生 1人・小学生 1人の場合
両親・中学生 1人・小学生 1人の場合
両親・中学生 1人・小学生 2人の場合
両親・中学生 2人・小学生 2人の場合

総収入額
認定世帯① 認定世帯②

※申請書は西原町ホームページからダウンロードするか、
　学校又は教育委員会でお受取りください。

お問い合わせ　教育委員会　☎945-3655

変更点 1 目安となる収入額。
同居している世帯全員の総収入額が対象です。

変更点 2 世帯の収入によって、
援助される費目が変わります。

平成31年度 就学援助のお知らせ平成31年度 就学援助のお知らせ

認定世帯①

認定世帯②

学用品費・通学用品費・新入学児童生徒通学用品費・
校外活動費・修学旅行費・学校給食費・医療費

学校給食費

児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額が変更されます
　平成31年4月分（平成31年8月振込分）からの手当額が平成30年度全国消費者物価指数の変動に伴い、
下記のとおり変更されます。

お問い合わせ 福祉部 こども課 子育て支援係 ☎945-5311

児童扶養手当
（月額）

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

42,500 円

42,490 円～ 10,030 円

10,040 円

10,030 円～ 5,020 円

6,020 円

6,010 円～ 3,010 円

51,700 円

34,430 円

42,910 円

42,900 円～ 10,120 円

10,140 円

10,130 円～ 5,070 円

6,080 円

6,070 円～ 3,040 円

52,200 円

34,770 円

平成 31年 8月

1 級

２級

変更前

平成 30年 4月分～平成 31年 3月分

変更後

平成 31年 4月分～

変更後最初の振込月

特別児童扶養
手当（月額）

第
１
子

第
２
子
第
３
子
以
降

国民年金保険料の免除・猶予をお忘れなく！
受付・問合せ　総務部 町民課 住民年金係 ☎945-5012・浦添年金事務所 国民年金課 ☎877-0343

4月から産前産後期間の
国民年金保険料が免除できます!

学生納付特例制度を知っていますか？

免除期間
　出産予定日または出産日が属ずる月の前月から
4か月間（双子などの場合は3か月前から6か月間）
の国民年金保険料が免除されます。
対象者
　国民年金の第1号被保険者で出産日が平成31
年2月１日以降の方
添付書類
▶出産前に届出を提出する場合 → 母子手帳など
▶出産後に届出を提出する場合
→出生届を役場へ提出済みの場合は不要
出産予定日の6か月前から届出ができます。

　学生納付特例制度は、学生の間の保険料を猶予し
社会人になってから納める制度です。申請には、アル
バイトなどで得た前年の所得などの審査があります。
対象者
大学（大学院）、短期大学、専門学校など各種学校に
通っている20歳以上の学生
（修業年数が1年以上の課程に限る）
必要なもの　学生証または在学証明書
※代理人が申請する場合は、代理人の身分証明書・印
鑑（認印可）が必要になります。（同一世帯でない場合
は、委任状が必要です）
★学生納付特例期間は、年金の受給資格期間に含ま
れます。ただし、年金額の計算には反映されません。

　
日
本
語
は
、大
き
く
二
つ
に
区
分
で
き
ま
す
。本
土
方
言

と
※
琉
球
方
言
で
す
。日
本
全
体
の
約
１
％
の
人
口
、面
積
に

す
ぎ
な
い
琉
球
列
島
で
す
が
、言
語
学
の
視
点
に
立
つ
と
本

土
と
対
と
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
い
え
ま
す
。地
理
的
に

も
本
土
か
ら
遠
く
離
れ
、ま
た
、歴
史
的
に
も
琉
球
と
い
う

国
の
形
成
も
あ
っ
て
、琉
球
方
言
は
独
自
の
変
化
を
辿
っ
て

き
ま
し
た
。同
時
に
、本
土
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
昔
の

日
本
の
言
葉
の
形
な
ど
が
琉
球
方
言
に
残
っ
て
い
る
こ
と

も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。で
は
、西
原
町
の
方
言
を

例
に
そ
れ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　『
冬
は
つ
と
め
て
』。枕
草
子
の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

「
冬
は
早
朝（
が
良
い
）。」と
い
う
意
味
で
す
ね
。し
か
し
、今
の
時
代
、「
朝
」の
意
味
で「
つ
と
め
て
」

を
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
、本
町
の
方
言
に「
朝
」を
表
す「
シ
テ
ィ
ミ
テ
ィ
」と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。少
し
形
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
つ
と
め
て
」か
ら
変
化
し
た
も
の
な
ん
で

す
。「
朝
ご
は
ん
」を「
シ
テ
ィ
ミ
テ
ィ
ム
ン
」と
も
い
い
ま
す
。他
に
も
、「
妻
」を
表
す「
ト
ゥ
ジ
」は
、

万
葉
集
な
ど
で
出
て
く
る「
刀
自
」に
由
来
し
、ま
た
、「
ト
ン
ボ
」を
表
す「
ア
ー
ケ
ー
ジ
ュ
ー
」は
ト

ン
ボ
の
古
名
の「
あ
き
づ
」に
由
来
し
ま
す
。

　「
つ
と
め
て
」「
刀
自
」の
よ
う
に
古
典
文
学
の
中
に
し
か
な
い
よ
う
な
言
葉
が
、琉
球
方
言
に
は

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。琉
球
方
言
を
記
録
、保
存
し
て
い
く
こ
と
は
、日
本
語
の
昔
の
姿
を

辿
っ
て
い
く
大
切
な
手
が
か
り
に
も
な
り
ま
す
。そ
し
て
、沖
縄
の
お
じ
ー
お
ば
ー
た
ち
は
そ
ん
な

言
葉
を
普
段
か
ら
使
っ
て
き
た
ん
で
す
、す
ご
い
で
す
ね
。

　
西
原
町
教
育
委
員
会
は『
西
原
町
史  

第
８
巻  

資
料
編
７  

西
原
の
言
語
』（
価
格
１
，５
０
０
円
）

も
発
刊
し
て
い
ま
す
。興
味
、関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
　
琉
球
列
島
（
沖
縄
諸
島
、
宮
古
、
八
重
山
諸
島
、
奄
美
諸
島
）
で
伝
統
的
に
話
さ
れ
て
き
た
言
葉

と   

じ

西原町史
絶賛発売中

！
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平日は仕事で
金融機関に行けない

最寄りの金融機関が
遠くて行くのが大変！

町税等の納付に、
便利で確実な口座振替をオススメします！

納期限を
うっかり忘れてしまう

口座振替の申込先
・沖縄県農業協同組合　・沖縄海邦銀行　・ゆうちょ銀行　・琉球銀行
・沖縄県労働金庫　・沖縄銀行　・コザ信金
必要なもの　
・通帳・通帳印鑑（銀行届出印）　・納税通知書　・口座振替申込書
※口座振替日前に残高を確認してください
※期限が過ぎている町税は口座振替できませんのでご注意ください。

あらかわ歯科
（TEL944-1555）
さわふじ歯科

（TEL946-5188）

西原町字我謝241-66

西原町字呉屋93-1

　平成31年度に40歳、50歳、60歳、70歳になる町民の方は、町内4か所の指定歯科医療
機関で歯周疾患検診を受診できます。歯茎や歯肉など口の中の健康状態をチェックし
ます。事前に指定医療機関へ予約し、受診してください。
自己負担額  1,000円 (町補助額　3,931円)
※生活保護受給の方は自己負担額免除。被保護証明書をお持ちください。

※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は納期限と口座振替日が異なります。()内は口座振替日です。
※介護保険料においては、残高不足等で引き落としができなかった場合は、末日に再振替となります。
※平成31年度固定資産税納税通知書にも記載がありますが、納期限に関しては新元号決定後でも使用可能ですのでそのままご利用ください。

種　目
第1期分

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3 月分

第 2期分 第 3期分 第 4期分 第 5期分 第 6期分 第 7期分 第 8期分 第 9期分

納　　　　期　　（　口　座　振　替　日　）

◎ 平成31年度　町税等納期限（口座振替日）一覧表 ◎

納　　　　期

町県民税

軽自動車税

7月1日(月)

5月7日(火)

5月31日(金)

7月31日(水)

（7月25日（木））

7月31日(水)

（7月16日（火））

9月2日(月)

7月31日(水)

9月2日(月)

（8月26日（月））

9月2日(月)

（8月15日（木））

10月31日(木)

12月25日(水)

9月30日(月)

（9月25日（水））

9月30日(月)

（9月17日（火））

1月31日(金)

2月28日(金)

10月31日(木)

（10月25日（金））

10月31日(木)

（10月15日（火）

12月2日(月)

（11月25日（月））

12月2日(月)

（11月15日（金））

1月 6日 (月 )

（12月25日（水））

1月 6日 (月 )

（12月16日（月））

1月31日(金)

（1月27日（月））

1月31日(金)

（1月15日（水））

3月2日 (月 )

（2月25日（火））

3月2日 (月 )

（2月17日（月）

3月31日(火)

（3月16日（月））

固定資産税

後期高齢者
医療保険料
国民健康
保険税

介　護

学校給食費
保育所保育料
幼稚園保育料
預かり保育料

種　目

5月10日(金)

4月22日(月)

6月10日(月)

5月10日(金)

7月10日(水)

6月11日(火)

8月12日(月)

7月10日(水) 8月12日(月)

9月10日
(火)

10月10日
(木)

11月11日
(月)

12月10日
(火)

1月10日
(金)

2月10日
(月)

3月10日
(火)

「受診券(がん検診等受診券)」「保険証」をお持ちください

受診券（がん検診等受診券）の発行を希望される方は健康支援課までお問合せください。

お問い合わせ　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎945-4791

◆ 指定医療機関（事前にご予約が必要です）

歯科医院名 住　所
石川歯科医院

（TEL945-6214）
平良歯科クリニック
（TEL945-7748）

西原町字嘉手苅78-1

西原町字小那覇639

歯科医院名 住　所

5月1日
　　　から 歯周疾患検診がはじまります！

【お問い合わせ】　総務部  生活環境安全課  環境保全係　☎ 945-5018

　犬の飼い主は、狂犬病の予防
注射を年に１度受けさせなけれ
ばいけません。
　西原町役場が実施する集合予
防注射を活用するか、動物病院
で注射を受けさせてください。

【日 程】　※午前・午後とも、受付開始直後は混雑が予想されます。

●1か月以内に他のワクチン接種を受けたり、体調に
不安がある場合は、主治医の獣医師に相談してくだ
さい。（予防接種後数日は安静にし、交配、シャン
プーは避けてください）

●当日は、予防注射の案内ハガキを持参してください。
●リード・首輪を抜けないように必ず着けてくださ
い。胴輪（ハーネス）はダメです。

・予防注射　3,400円（注射済票交付のみの方は550円）
・新規登録　3,000円（鑑札票再交付の方は、 1,600円）

第１回
第２回
第３回

４月28日（日）
５月26日（日）
６月30日（日）

◆ 

注
意
事
項 
◆

◆ 料　金 ◆　※ おつりのないようにご協力をお願いします。
※平成31年3月2日以降にすでに予防注射を受けている
　場合は、注射済票交付のみとなります。
　病院で交付される証明書を持参してください。

西原町役場玄関前
西原町民体育館
西原町役場玄関前

  9 ：00～12：00 
13：00～16：00

日　付 場　所 受付時間

狂犬病予防注射は、飼い主の義務です！狂犬病予防注射は、飼い主の義務です！

●犬をしっかりと制御できる（犬の力に負けない）人
が連れてきてください。他の犬に対して攻撃的な
犬は必ず口輪を着けてきてください。

●糞をした場合は、飼い主の責任で持ち帰ってくだ
さい。

●首輪に鑑札がついているか確認してください。紛
失の場合は、再交付の申請をしてください。

申込書は町内金融機関、
西原町役場窓口で
配布しています

認知症予防にも
つながります！
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小橋川　大城 節子
おおしろ せつこ

　
集
め
た
音
は
6
月
開
催
予
定
の
平

和
イ
ベ
ン
ト
で
の
空
間
演
出
に
使
用

し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】4
月
末
ま
で

【
応
募
方
法
】

①
　
町
役
場
、中
央
公
民
館
に
設

置
し
て
い
る
応
募
用
紙
を

B
O
X
に
投
函

②
　
H
P
か
ら
応
募

※
よ
り
詳
し
い
内
容
は
町
H
P
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】平
和
の
約
束
実
行
委
員

会（
事
務
局
：
企
画
財
政
課

☎
9
4
5
ー
4
5
3
3
）

　
沖
縄
県
国
際
交
流
・
人
材
育
成
財

団
で
は
、国
際
化
時
代
に
対
応
が
で

き
、か
つ
本
県
の
振
興
を
担
う
人
材

の
育
成
を
図
る
た
め
、本
県
に
あ
る

米
軍
施
設
・
区
域
内
大
学
へ
の
就
学

希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
大
学
名
】メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学・ト
ロ
イ
大

学
院
　
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム(

語
学
研
修

講
座)

【
出
願
期
限
】4
月
26
日（
金
）17
時
締
切

【
問
合
せ
】（
公
財
）沖
縄
県
国
際
交

流
・
人
材
育
成
財
団

☎
9
4
2
ー
9
2
1
3

～悩みは抱え込まず、お気軽にご相談ください～町内相談機関町内相談機関

平成31年2月28日現在 人口：（男）17,804人　（女）17,436人　（男女計）35,240人　世帯数：14,482世帯

　
縦
覧
で
き
る
方
は
、西
原
町
内
に

所
有
す
る
土
地
や
家
屋
に
か
か
る

固
定
資
産
税
の
納
税
者
又
は
代
理

人
で
す
。納
税
者
の
場
合
は
、運
転

免
許
証
等
本
人
で
あ
る
と
確
認
で

き
る
も
の
を
、代
理
人
の
場
合
は
、

納
税
者
か
ら
の
委
任
状
と
運
転
免

許
証
等
代
理
人
で
あ
る
と
確
認
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
期
間
】4
月
1
日
〜
5
月
7
日

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

ま
で（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】税
務
課

【
問
合
せ
】総
務
部 

税
務
課 

資
産

税
係  

☎
9
4
5
ー
4
7
2
9

　
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
の
大

型
連
休
中
は
、も
え
る
ご
み
、も
え

な
い
ご
み
、粗
大
ご
み
の
収
集
は
通

常
通
り
行
い
ま
す
が
、資
源
ご
み
の

収
集
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
。資
源

ご
み
に
つ
い
て
は
連
休
前
か
、連
休

後
に
計
画
的
に
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
部 

生
活
環
境
安

全
課 

環
境
保
全
係

☎
9
4
5
ー
5
0
1
8

【
日
時
】4
月
19
日（
金
）〜
21
日（
日
）

9
時
〜
22
時（
最
終
日
は
20
時
ま
で
）

【
場
所
】サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ
1
階

食
品
館
側
コ
ー
ト

【
展
示
品
】陶
器
･
絵
画
･
手
工
芸

品
等
　
※
収
益
や
寄
付
金
等
は
、人

材
育
成
支
援
事
業
の
一
部
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

【
問
合
せ
・
主
催
】N
P
O
法
人
西
原

町
人
つ
く
り
支
援
の
会

事
務
局
・
小
波
津

☎
0
7
0
ー
5
4
1
6
ー
7
6
8
8

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
60

歳
未
満
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方
は
、だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま

す
。詳
細
は
農
業
者
年
金
基
金
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】 

農
業
委
員
会

☎
9
4
5
ー
5
2
8
1

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
西
原
支
店

☎
9
4
5
ー
5
2
2
5

　
み
な
さ
ん
が「
平
和
」を
感
じ
る
音

を
テ
ー
マ
と
し
、日
常
生
活
に
お
い

て
身
近
に
聞
こ
え
る
音
に
耳
を
澄
ま

せ
、心
が
和
む
心
地
よ
い
音
な
ど
、

様
々
な
音
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て

募
集
し
ま
す
。

納め忘れにご注意！ 平
成
31
年
度

土
地
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
縦
覧

あ
な
た
の
感
じ
る

「
へ
い
わ
の
お
と
」っ
て
な
に
？

平
成
31
年
度

在
沖
米
軍
施
設・区
域
内
大
学

（
基
地
内
大
学
）就
学
者
の
募
集

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

大
型
連
休
中
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

第
22
回

チ
ャ
リ
テ
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日常生活のあらゆる相談に乗ります。
※電話相談にも応じています。また、17
時以降は留守番電話で受け付けます。

※予約優先　時間／10時～16時（12時～13時を除く）
　　　　　　　　　　みや ら りつ こ
福祉相談【宮良律子】･･･生活のための手段や生活費に
関する相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぎ  ま  ゆう こ
障害福祉なんでも相談【儀間優子】･･･障害のある方や、
発達が気になる方、その家族などが抱える悩み・困りご
とに関する相談
　　　　　　　　 かきのはなほうじゅん
法律相談【垣花豊順（弁護士）】･･･法律に関するあらゆ
る相談（相談時間：13時～16時）
　　　　　　　　　　　　  な  か あき お
司法書士相談【名嘉章雄（司法書士）】・・・不動産相続や
贈与、借金問題、遺言や公正証書等の相談（※相談時間：
13時～16時）
　　　　　　　　　　　　　　　　  たま な   は よし え
消費生活・家庭相談【玉那覇良江】･･･訪問販売、契約の
トラブル、サラ金等の借金問題や親子・夫婦間の悩み、
近隣トラブルなどの相談
　

問 合 せ　西原町社会福祉協議会
 事前予約☎945-3651　 FAX946-6777
 電話相談☎835-8822（※17時以降、留守番電話）

総 合 相 談

月

火

不登校の児童・生徒や保護者への支援
や助言を行います。

相談日時　月～金曜　8時30分～17時15分（12時～13時
を除く）

　　　　　　　　　うちまやすのぶ　 こ   は  つ よね こ　 あらかきかつえ   うえまえかずよ
相 談 員　内間安延、小波津米子、新垣克枝、植前和代
問 合 せ　教育相談室（西原町中央公民館内）　☎944-3603

教 育 相 談

国などの行政機関に対する苦情や要望
に関する相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　あらかきとものり
相 談 員　新垣朝憲
問 合 せ　行政苦情110番　☎ 0570-090-110
 総務部総務課　☎945-5011

行 政 相 談

就職に関するお悩みをひとりひとりに
あったかたちでサポートし、お悩みを
解決します。

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　  なかま
相談日時　随時　　相 談 員　仲眞
　　　　　第2・4木曜日は若年者向け雇用相談実施中！
問 合 せ　西原町雇用サポートセンター（産業観光課内） ☎945-4540

雇 用 相 談

高齢者やそのご家族などからの介護や
保健、福祉に関する相談に応じます。 

相談日時　随時
問 合 せ　西原町地域包括支援センター　☎882-0117

高齢者の方の
相 談 全 般

いじめ、DVなど人権に関わることの
相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　  ご   や  まさのり　    ご   や  かつ じ　    よ  な みねひとし　 い れい
相 談 員　呉屋正則、 呉屋勝司、 與那嶺 等、 伊礼キヨ、
　　　　　　　　　しも  じ  ひろくに　  かわみつ
 　下地宏邦、 川満ヤス子
問 合 せ　総務部総務課　☎945-5011

人 権 相 談
水

木

金

4月分

種　目 納期限 口座振替日

固定資産税　（ 1 期 ）

学校給食費　（4月分）

保育所保育料（4月分）

幼稚園保育料（4月分）

預かり保育料（4月分）

4月22日（月）

5月10日（金）

5月 7日（火）

介護保険料以外は西原町役場支払窓口でも支払可能（開庁時間8：30～17：15）お昼休みも支払い可

【お問い合わせ】　福祉部　健康支援課　障害支援係　☎ 945-5013

日常生活などに手話通訳者・要約筆記者を派遣できます！日常生活などに手話通訳者・要約筆記者を派遣できます！
　聴覚障がい者の社会参加を促進するため、社会生活におけるコミュニケーションが必要な方々へ支援を行
います。詳しくは、健康支援課までお越しください。　

 １、FAX、メールまたは
　　健康支援課で申し込み（原則1週間前）

 2、コーディネーターが
　 派遣申請者と登録者を調整、決定

 3、派遣申請者への
　 派遣決定のお知らせ

4、現場で派遣申請者と
　 通訳者が合流

申
込
み

派
遣
の
流
れ

派
遣
決
定

新しく「民生委員・児童委員」が加わりました！
　地域で生活上の悩みや福祉問題について、相談を受けるな
どの地域支援を行う民生委員・児童委員として新たに3名が
委嘱されました。
※西原町の民生委員・児童委員は定数を満たしておりません。随時
募集しておりますので、関心のある方は福祉保険課へお問い合わ
せください。

問合せ　福祉部 福祉保険課 社会福祉係　☎９１１-９１６３
津花波　與儀 清一

よぎ せいいち
幸地　與那嶺 絹子

よなみね   きぬこ
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相続・遺言の相談は無料です！

（福）乙羽会 グリーンハウス西原
（にしばる）西原町初小規模多機能型居宅介護事業所

開設準備室  ☎944-3266
準備室 室長 外間千賀子
西原町字翁長 562-1 102 号

訪問

泊まり 通い ・ケトン食・薬膳食
▶ 相談応じます。

H31年度開設予定
建設地：西原町字小那覇218番地



4月の休館日
１日（月）、８日(月)、15日（月）、18日（木）、22日(月)、29日(月)、30日（火）
※４月２日（火）・５月７日（火）は、１２時からの開館となります。
※４月29日～5月6日までは、国民の祝日や定期休館日に伴い休館となります。

13日（土）、28日（日）
11時～

4月のおはなし会

こどもの読書週間  4月19日(金)～5月15日(水)
～ドは読書のド♪ ～

ふるさとづくり寄付金
（その他町長が必要と認める事業へ）

教育関連事業への活用

沖縄県交通事故相談所中部支所の相談日が変更になりました！
▶沖縄県交通事故相談所って？

お問い合わせ　西原町農業委員会 ☎945-5281

　不幸にして交通事故に遭った方 （々加害者・被害者）
に賠償問題、示談、その他に生ずる問題等に対して
適切なアドバイスを行うための相談所です。

　農地について、所有権や賃借権などの権利を持っ
ている者は、農業上の適正かつ効率的な利用を確保
する義務があります。（農地法第２条の２）

適正かつ効率的な利用の例
①自分で耕作する　②他者に貸して耕作してもらう

　耕作をせずに、長期間農地を放棄すると、
不法投棄がされやすくなるなど所有者にとって
不利益になる場合があります。

　自分で耕作ができない、今後どうしていいかわから
ない場合など、下記までご相談ください。借り手が見
つからない場合、仲介する機関として農地中間管理
機構などの公的機関もあります。

沖縄県交通事故相談所中部支所 相談日（4月以降）
 月曜日、水曜日、金曜日  8：30～17：15
（祝日、年末年始、慰霊の日、所長が指定した日を除く）

◆ 

お
問
い
合
わ
せ 

◆

愛の贈りもの あたたかいお心遣いに、
　　　深く感謝申し上げます。

沖縄県交通事故相談所本所
（那覇市旭町 116-37　南部合同庁舎 5階）
☎866-2185 
沖縄県交通事故相談所中部支所
（沖縄市美原 1-6-34　中部合同庁舎 4階）
☎939-7512

　今年度の西原町立図書館のこどもの読書週間は、
2018年の童謡誕生100周年を受け『童謡』に光をあて
て童謡の本、絵本、ＣＤを展示します。
　だれもがこどもの頃に歌った『童謡』、親になって子
どもと一緒に歌った『わらべ歌』。
　いつの時代も童謡には、自然を大切にし、すべての
生き物を思いやる優しい心が歌われてきました。童謡
の資料をとおして、子どもたちの心の豊かさや興味、関
心を育む機会とし、ぜひ、この機会にご家族で童謡の
世界をお楽しみください♪
※世代をこえて読まれ続けている『よい絵本』や読み聞
かせてほしい絵本も合わせて展示します。

赤いくつはいてた女の子
いぬのおまわりさん
沖縄のわらべうた
おつかいありさん
お話し日本の童謡
おはなしゆびさん
こどものあそびうた・わらべうた絵本123曲
こどものうた絵本102曲
みつばちぶんぶん

●　童謡おすすめ絵本　●

申込期間 ４月８日（月）～16日（火）
電話または中央公民館窓口にて受付 ☎945-3657中央公民館 4月開講講座

書道・ペン字・硬筆
講座

初心者

全3回

全3回～初心者 オカリナ講座～

スプリングキャンプ 春の石川岳登山体験自然とふれあ
う家族のつど

い

４月１７日（水）
４月２４日（水）
５月  ８日（水）
10時～12時

４月１８日（木）・２５日（木）・５月９日（木）
14時～16時
西原町中央公民館　１階研修室
西原町在住・在勤・在学者一般
先着１０名
オカリナ、のみもの

日　時

場　所
対　象

持ち物

日　時

西原町中央公民館　２階研修室
西原町在住・在勤・在学者一般　先着１5名
習字セット（墨汁・すずり・文鎮・下敷き）
新聞紙、ボールペン、筆ペン、えんぴつ

場　所
対　象
持ち物

※オカリナが無い方へは、貸し出し致します

自然観察をとおして家族の絆を深めるとともに、自然を愛す
る豊かな心を育むためにスプリングキャンプを開催します。

　登山をとおして体力を培い、自然を満喫し、楽しい一時を
過ごすことを目的に開催します。

【日　時】  4月20日（土）～21日（日） 
【場　所】  沖縄県立石川青少年の家　キャンプ場
【対　象】  小学生以上の家族　20人程度
【料　金】  大人2,000円　子ども1,500円
【申　込】  下記連絡先へ4月9日（火）～16日（火）までに
　　　　  電話で申し込んでください。
【問合せ】  ☎964-3263

【日　時】  5月6日（月） ※少雨決行
【場　所】  沖縄県立石川青少年の家 石川岳Ｃコース
【募　集】  一般20人程度
【料　金】  800円
【申　込】  下記連絡先へ4月23日（火）～30日（火）まで
　　　　  に電話で申し込んでください。
【持ち物】  水筒、弁当、タオル、軍手、帽子、着替え
　　　　  リュックサック、カッパ等
【問合せ】  ☎964-3263

図書館からのおしらせ
Library Information お問い合わせ　西原町立図書館　☎ 944-4996

※行事は全て図書館内で行われる予定です。
　都合により、日程などが変更になることがあります。

農地を
所有（使用）している方へ

寄付者
寄付額　

西原町産業通り会  下地 武 会長
20万円

しもじ たけし

寄付者
寄付額　

南西石油(株)  太田 武之 代表取締役社長
15万円 寄付　車両1台

おおた  たけゆき
寄付者
寄付額　

(株)沖縄計測  玉城 幸人 代表取締役
10万円

たましろ ゆきと

寄付者

寄付額　

(有)西原農園
下地 浩之 代表取締役
30万円

しもじ  ひろゆき
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